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1目 的

本 論 文 で は 、以 下 の5つ を研 究 の 目的 と して 定 め 、韓 国 人学 習者(以 下 、KLと す る)と 中 国

人学 習者(以 下 、CLと す る)の 指示 詞 コ ソ ア の習 得 を通 して 「母 語」 と 「目標 言 語 」 の 関 係や

影 響 を探 って い く。

目的1KLとCLの 指 示 詞 コ ソ ア の習 得 に お い て 、 母 語 の規 則 は 関 わ っ て い る のか 、 も し、

母 語 の規則 が 関わ って い るな ら、 それ は どの よ うに関わ ってい るのか を明 らか にす る。

目的2KLとCLの 指 示 詞 コ ソア の習 得 にお い て、 日本 語 の規 則 は ど の よ うに 関 わ って い る

のか を 明 らか にす る。

目的3KLとCLの 指 示 詞 コ ソ ア の習 得 にお け る母 語 と 日本語 の 関わ り方 を 明 らか に す る。

目的4KLとCLの 指 示 詞 コ ソ ア の習 得 にお いて 、初 級 、中級 、上 級 とい う 日本 語 の レベ ル(以

下 、 レベ ル とす る)に よ る習 得 状 況 と、 レベ ル が 高 くな る につ れ て 習 得 状 況 が どの よ

う に変 化 す る のか を 明 らか にす る。

目的5KLとCLの 指 示 詞 コ ソア の習 得 にお い て、 一 定 の 習 得 順 序 や 規 則 性 が み られ るか ど

うか を明 らか にす る。

本 研 究 で は3項 対 立 の指 示 体 系 の母 語 話 者 で あ るKLと2項 対 立 の 指 示 体 系 の 母 語 話 者 で あ

るCLを 対 象 にす る。 異 な る 指 示体 系 を母 語 とす る 学 習 者 を調 査 対 象 とす る こ とで、指 示 詞 の習

得 へ の 母語 の 規 則 の 関 わ り方 及 び 日本 語 の 規 則 の 関 わ り方 、 さ らにそ の 相 互 の 関 係 が 捉 えや す

くな るはず で あ る。
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第 二 言 語 学 習 者 が 目 標 言 語 の 規 則 を 習 得 す る 過 程 に は 「発 達 の 道 す じ(routeof

development)」 と呼 ば れ る習 得 順 序(orderoflearning)が 存 在 す る といわ れ て い る。 吉 岡(1999)

には 、 「中 間 言 語 の段 階研 究 で は、 英 語 、 ス ペ イ ン語 な どの デ ー タ に よ り、 様 々 な 試 みが な さ

れ た 。 そ の結 果 、 多 く の場合 一 定 の 習 得 順 序 が あ る こ と、 授 業 な どで教 え られ る と習 得 は 早 く

進 む が 、 そ の順 序 は 変 わ らな い こ とが わ か っ て い る」(吉 岡1999:20)と あ る。 学 習者 の第 二 言

語 習 得 過 程 に は 一 定 の習 得 順 序 や 規 則 性 が み られ る と い う研 究 結 果 は 数 多 く報 告 さ れ て い る

(Dulay,H。andM.Burt(1974b)、 小 池(1981)、Gundel,J.andE.Tarone(1983)、Johnstonand

Pienemann(1986)、 迫 田(!996b)、 安(1996a)、 八 木(1998)な ど)。 本 論 文 で は、KLとCLの

指 示 詞 コソ アの習 得 にお いて も一 定 の習得 順序 や規 則性 がみ られ るか どうか を合わ せて 検討 す る。

2本 研 究の方針

一般 に成 人母語話者 は、母語 の文 の文法性 の適否 を判断す る際 の目安 とな る言語能力 を有 し

て いる といわれて いる。 これ に対 し、学習者 は 目標言語 を習得す る過程 にあ り、そ の言語能力

は母語話者 の言語能 力に近づいてい く発達途 上段階の能力 とみなす ことがで きる。そ のため、

本研究で は、学習者 の第二言語 に関す る使用能力(学 習 ・習得の程度)を 測 るに当た って能力

が 「あ るか」 「ないか」 という二分法で はな く、 「どの程度の能力 を身 につ けて いるのか」 とい

う次元で考え ることにした。

学習者 の目標言語の使用能 力の程度 を正 確 に捉えるためには複数 の機 会を与えてその結果 を

みる必要があ る。なぜな らば、ある学習 者 に1回 だけの使用 の機会 を与えて得 られ た結果 では、

そ の学習者の 目標言語の使用能 力の有無 しか測れ ないか らで あう。 また、母語話者 であれ学習

者 であれ 人間は、明確な言語知識を持 って いて も集 中力不足 な どによ りいわゆる 「mistake」 を

して しま うことがある。そ の 「mistake」 による発話(あ るいはテス トな どでの選択)は 話者 の

言語知識 を正 しく反映 していな いことにな る。本研究では このよ うな 問題 に配慮 し、複数の問

題処 理の機会(本 研 究では原則的 に3回)を 与えた 上で多数 の被 調査者(初 級、 中級、上級 の

各 レベル:60名 ～180名 程度)の 解答率 を算 出す るという手法を とった。 仮 に、「mistake」がデー

タ に含 まれ る場合 でも、全体 の正用率、誤用率 に与える影響 を少な く押 さえ ることができる と

考えたか らで ある。

第二言語習得 には、学習者 を取 り巻 く教育環境やカ リキ ュラムな どの問題、 学習動機や言語

学習能力な どの個人差の問題 が関わって くる場合 がある。 本研究で は この問題 に配慮 し、複数

の教育機 関の学習者 を調査 の対 象に した。

本研究 では、学習者の 目標言語 の習得 のあ り方 につ いて よ り幅広 く捉 えるために、指示詞習

得 に関す る質 問紙調査(以 下、 「調査1」 とす る)に 加えて、指示詞使 用時 に関す る質 問紙調

査(以 下、 「調査2」 とする)も 行 なった。 「調査2」 は、(1)学習者 自身が指示詞 の使用 に際 し

て母語 と日本語 の関係 をどのように捉 えて いるのか、(2)学習者 自身が 自分 の指示詞 の使用 をど

のように捉 えて いるのか、(3)指示詞の学習 に対 して どのよ うに感 じて いるのか、 につ いての質

問紙調査で ある。分析 にお いては 「調査1」 か ら実際 の習得状況 を検討 し、それ に 「調査2」

の結果を交えて考察を行なうことで、学習者の指示詞の習得を多角的に捉えられ るよう試みた。

3論 文の構成

本論文は、全体 が9章 で構成 されて いる。第1章 は序論、 「第1部 先行研究 及び本研究 の方
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針」(第2章 ～第4章)は 、本研究 の理 論的な部分で ある。 ここでは、第二言 語習得研究 の基

本的な考 え方や研 究意 義 を紹介 した。 また、本研究の対象である指示詞 の習得研 究 に関す る先

行研究 の成果や課題 を明確 に した上で、研究の方法 と調査 の方針について述 べた。 第2章 では

第 二言語 習得に関する理論や 日本語 の習得研究の現状 について、第3章 で は指示詞の先行研 究

について、 それぞ れ述 べた。第3章 では具体的 に、(1)日本語 の指示詞 コソアの研究 に関す る代

表的な理 論、(2)日韓 ・日中の指示詞 の対応関係、(3)日本語学 習者の指示詞 コソアの習得に関す

る先行研究、 について紹介 した。第4章 では、本研究の方法 について述べ た。

「第2部 韓 国人及び中国人学習者 の指示詞習得」(第5章 ～第8章)は 、本研究 の結果 と考

察 の部分で ある。第5章 では、「調査2」 の結果 に基づ き、KLとCLの 指示詞使用時 の実 態につ

いて検討 した。第6章 ～第8章 は、指示詞習得 に関す る質問紙調査(「 調査1」)の 結果 に基 づ

き、KLとCLの 指示詞 の習得状況 を探った。第6章 は現 場指示、第7章 は非現場指示、第8章 は

複数使用可能な指示詞 の結果 と考察 についてそれぞ れ述べ た。

「第9章 総合的考察」では、本研究の結果 を総合的 に考 察 し、今後 の課題 につ いて述 べた。

4先 行 研 究 及 び 研 究 方 法

日本 語 学 習 者 の指 示 詞 の習 得 に関 す る 先行 研 究 と して は、申(1985)、 酒 井(1987)、 迫 田(1993,

1996a,1996b,1997a,1997b,1998)、 安(1996a,1996b,1998)、 上 垣(1997)な どが 挙 げ ら

れ る。 これ らの 先 行 研 究 にお い て は、 非 現 場 指 示 コ ソ ア は 日本 語 学 習 者 の 習 得 困難 な 学 習 項 目

と して よ く取 り上 げ られ 、特 に ソ と ア の使 い分 けが 習 得 困 難 であ る とい わ れ て お り、 この点 に

お い て は ほぼ 意 見 が 一 致 して い る。 申(1985)、 迫 田(1996b,1997b)、 上垣(1997)、 安(1996a,

1996b,1998)な どの先 行 研 究 は 、非 現 場 指 示 コ ソ ア の習 得 を母 語 の 転移 の 観 点 か ら検 討 して い

る。 そ の う ち 、 申(1985)、 安(1996a,1996b,1998)は 、 文 脈 指 示 の ソ 系 と ア 系 の 使 い 分 け

は、 韓 国 語 の干 渉 を強 く受 け て い る と主張 して い る。 そ れ に対 して 、 迫 田(1996b,1997b)、 上

垣(1997)は 、 文 脈 指 示 の ソ 系 とア 系 の使 い分 け に お け る誤 用 は母 語 の 違 い にか か わ らず 、 同

様 の誤 用 が 存 在 して お り、 母 語 の転 移 に関 して は 否 定 的 な 見解 を示 して い る。 しか し、 これ ら

の 先行 研 究 にお い て は 、 学 習 者 が 生 み 出す 誤 用 に母 語 の規 則 と 日本 語 の 規 則 が ど の よ う に 関

わ って い る のか 、 そ の誤 用 が 学 習 が 進 む に つ れ て どの よ うに変 化 す る の か に つ い て十 分 な検 討

が 行 な わ れ て いな い。 そ こで 本 研 究 で は、KLとCLを 対 象 に横 断 的方 法 を用 い て調 査 を 実 施 し、

指 示 詞 コ ソ ア の習 得 にお け る 「母 語 」 と 「目標 言 語」 の 関 係や 影 響 を 明 らか に しよ う とす る。

調 査 は、(1)KLとCLを 初級 、 中級 、 上級 の3つ の レベ ル に分 け るた め の 日本 語 能 力 テ ス ト、

(2)指 示 詞 習 得 に関 す る 質 問紙 調 査(「 調 査1」)、(3)指 示 詞 使 用 時 に関 す る 質 問紙 調 査(「 調 査

2」)、 の3種 類 で あ る。 なお 、 単 一 の 学 習形 態 を とる 日本 語 教 育 機 関 の学 習 者 のみ を対 象 にす

る と、そ の機 関 の カ リキ ュ ラム に 強 く影 響 を受 け、広 く習 得 の あ り方 を探 る こ とは 難 し い。 よ っ

て被 調査 者 は、 特 定 の カ リキ ュ ラ ム の影 響 を受 けぬ よ う、KLは 韓 国 の8つ の 日本 語 教 育機 関、

CLは 中国 の6つ の 日本 語 教 育 機 関 か ら得 た。

5研 究 結 果 及 び 今 後 の課 題

5,1「 調 査1」 と 「調 査2」 の結 果

この節 で は、 本 研 究 で行 な っ た 「調 査1」(第6章 ～第8章)と 「調 査2」(第5章)に 関 す

る結 果 を述 べ て か ら、 次 節 で 総 合 的 な考 察 を 行 な う。
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第5章 で は 、 「調 査2」 の結 果 に 基 づ き、KLとCLの 指 示 詞使 用 時 に関 す る 行 動 や 意 識 を探 っ

た。KLとCLは 、 学 習 者 の母 語 と 日本 語 との 相 違 点 を指 示 詞 コ ソ ア の 学 習 を難 し くす る要 因 と

して 捉 え て い る 学 習 者 が 多 い。 具体 的 には 、KLに とっ て は 日韓 両 言 語 の 部 分 的 な 相 違 が、CL

に とっ て は 日 中両 言 語 の 体 系 の 違 い が、 そ れ ぞ れ 学 習 を難 し くす る要 因 と して 働 い て いる よ う

で あ る。 これ は 学 習 者 の 母 語 と 目標 言 語 との対 応 関係 が指 示 詞 コ ソ ア の習 得 に 強 く関 わ って い

る こ とを 示 唆 す る。 ま た 、 実 際 の指 示 詞 コ ソ ア の運 用 にお いて は、 持 って い る 知 識 か ら推 測 し

た り、 先 に 覚 え た 基 本 的 な 用法 を応 用 した りす る傾 向が 強 い。 さ らに 自信 の な い 部 分 に関 して

は、 使 用 を 止 め た り、 指 示詞 を他 の表 現 に変 えて し ま う傾 向 も強 い こ とが 明 らか に な っ た 。

第6章 ～第8章 で は 、 「調 査1」 の結 果 に基 づ き、KLとCLの 指 示 詞 コ ソ ア の 習 得 状 況 をみ た。

第6章 と第7章 で取 り扱 う指 示 詞 は 、 コ ソ ア の う ち正 用 が1つ と な る も ので あ る。 この よ うな

指 示 詞 に つ い て、正用 と誤 用 の観 点 か らKLとCLの 特 徴 を探 っ た。 第8章 で 取 り扱 う指 示 詞 は、

正 答 が 複 数 可 能 な指 示 詞 で あ る。

「第6章 」で は、KLとCLの 現 場 指 示 の習 得 状 況 を みた 。 そ の結 果 、独 立 的 現 場 指 示 の ア 系 に

お いて 、特 にCLは 中国 語 か らの影 響 と 日本 語 か ら の影 響 を 同時 に受 け る こ と に よ って 習 得 が非

常 に困 難 な 場 合 が あ る こ とが示 され た。 そ の 一方 で 、 母 語 の指 示 体 系が 異 な るKLとCLが 話 を

切 り出 した 側 か らの指 示 に対 して 答 え る 側 か らの指 示(以 下 、 「答 指」 とす る)の 場 合 は ソ 系

で 指 し示 そ う とす る傾 向 が 強 い ことが わ か っ た。 そ して 、KLとCLの 相 対 的 現 場 指 示 の対 立 型

の 習 得 に お いて は、 特 にKLに お い て 韓 国 語 と 日本 語 が1対1の 対 応 関 係 に あ る に も か か わ ら

ず 、 ソ系 は 上 級 にな って も使 用 上 の 問題 が残 る こ とが わ か った。 これ は 学 習 者 の母 語 と 目標 言

語 が 類 似 して い て も、 そ れ が 必ず し も 「習得 の 容 易 さ」 に つ な が らな い 場 合 が あ る こ と を示 唆

す る。 また 、KLとCLは 相 対 的現 場 指 示 の 対 立 型 の 使 用 にお い て は、 母 語 の 違 い に 関 係 な く、

共 通 して 、 コ系 の 答 指 を ソ系 で 指 し示 す傾 向が あ る こ と、 ソ 系 で 指示 す べ き 対 象 につ いて 単 に

自分 に とっ て遠 い対 象 を指 す ア 系 で処 理 す る傾 向 が あ る こ とが 明 らか に な っ た。

「第7章 」 で は、KLとCLの 非現 場 指 示 の習 得 状 況 を み た。 そ の結 果 、KL、CLと も にソ とア

の使 い 分 け が 困 難 で あ る こ とが わ か っ た 。 これ は、 申(1985)、 迫 田(1996b,1997b)、 上垣

(1997)、 安(1996a,1996b,1998)の 結 果 と一 致 す る。 しか し、 レベ ル に よ る誤 用 の 種 類 と誤

用 率 に はKL/CL問 に顕 著 な 差 が み られ る部 分 が あ っ た。 特 にKLは 初 級 、 中級 レベ ル で ア を ソ

とす る誤 用 が 非 常 に 多 い。 しか し、 ソ を ア とす る誤 用 が 習 得 が 進 む にっ れ て 逆 に 高 くな る。 こ

の こ と は、KLが 初 級 段 階 で 韓 国語 の益 系(ソ 系)の 干 渉 を特 に強 く受 け るが 、学 習 が 進 み 日本

語 のア 系 を学 習 し、 韓 国語 と 日本 語 の指 示 体 系 の相 違 点 に気 づ き、 ソよ りア を優 先 しよ う とす

る使 用 意 識 の変 化 に よ る も ので あ る と解 釈 され る。 これ に対 して 、CLは 全 体 的 に レベ ル に よ る

変 化 が 少 な い。 これ は 中 国語 には 日本 語 の ソ系 に 当た る指 示 体 系 が 存 在 しな いた め 、 日本 語 の

ソ の 概 念 が 定 着 し に く く、 コ ソア 相 互 間 の 交 替 が 起 き に くい こ と によ る もの で あ る と推 測 され

る。

「第8章 」 で は 、KI.とCLの 「複 数 使 用 可 能 な指 示 詞 」 の 習 得 状 況 をみ た 。 「複 数 使 用 可 能 な

指 示 詞 」 は 単 純 な 正 用 率 ・誤 用 率 の 算 出 は で き な い 。 よ って 、 第8章 で はKI.とCLが 、(1)使 用

が 可 能 な もの と して 何 を選 ん だ か の率(以 下 、 「使 可 比 」 とす る)、(2)(1)で 選 ん だ もの の うち最

も適 当 な用 法 と して は 何 を選 ん だ か の 率(以 下、 「最 適 比」 とす る)、 の2点 に 焦 点 を 当 て た。

そ の結 果 、KL/CL間 の使 用 傾 向 に顕 著 な 差 が あ り、そ れ が 初級 で 特 に顕 著 で あ る こ とが わ か っ

た 。CLは 、 「複 数 使 用 可能 な 指示 詞 」 にお い て も第7章 の 結 果 同様 、 レベ ル に よ る変 化 が ほ と
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ん どみ られなか った。 これ に対 し、KLは 初級 で 「使 可比」 「最適比」 ともにソ系が高いが、学

習が進む につれて ア系/ソ ア系が高 くなる とい う結果が得 られ た。 この ことはKLは 初級 では、

母 語 に頼 って いるが、学習が進むにつれてその意識 が弱 くな る ことを示 して いる。 この結果か

ら、学習 の初 期段階においては母語(KLの 韓 国語)の 規則 を 日本語 に当て はめる傾向が強いが、

学習が進む につれてそ の傾向は弱 くな ると考 え られる。

5.2総 合 的 考 察

本研 究 の結 果 を 冒頭 に示 した研 究 の 目的 に沿 っ て総 括 的 に要 約 す る。

「目的1」 の母 語 の影 響 の有 無 に つ いて は、 まず 「調 査2」 の結 果 か ら、KL、CLと もに 指示

詞 コ ソ ア を使 用 す る と き には学 習 者 の 母語 を 日本語 に 当て は め る意 識 が 窺 え る。 しか し、 母 語

を 当て は め る程 度 につ いて はKL/CL間 で違 い を みせ て お り、KLの 初 級 で 特 に そ の 傾 向 が 強 い。

日韓、 日中 の対 応 関係 か らKLとCLの 指 示 詞 の習 得 をみ た 場 合 には 、 「学 習 者 の母 語 と 日本語 が

1対1に 対 応 す る用 法 」 〉 「学 習 者 の母 語 と 日本語 に 「ず れ 」 が あ る用 法 」 の順 に 習得 され る

こ とが わ か っ た。 安(印 刷 中)のKLとCLの 漢 語 の 習 得 にお いて も、 母 語 と 日本 語 が1対1に

対 応 す る文 脈 で もKL、CLと もに母 語 に存 在 す る漢 語 をそ の ま ま 日本 語 に 持 ち 込 む の を避 け る

と い う結 果 が 得 られ て い る 。 こ の よ う に学 習 者 の母 語 と 目標 言 語 が 類 似 して い るか ら と い っ

て、 そ れ が 直接 「正 用 率 の 高 さ」 に 結 び つ く とい うわ けで は な い ことが 明 らか に な っ た。

「目的2」 は 、KLとCLの 指 示 詞 コ ソ ア の習 得 に 日本 語 は ど の よ う に影 響 す る のか を調 べ る こ

とで あ っ た。 これ に関 して は、 「調 査1」 によ り、KLとCLが 生み 出す 誤 用 や 使 用 上 の特 徴 に は、

KLとCLが 同 様 の傾 向 をみ せ て い る 部分 も存 在 す る こ とが 示 され た 。 この 結 果 は 、 第 二 言 語 習

得 過 程 に は 母 語 の 違 い を超 え た 誤 用 や 習 得 上 の 特 徴 が 存 在 す る こ と を 示 唆 す る も の で あ る。

「調 査2」 か らは、KL、CLと も に 日本 語 コ ソ ア を使 い分 け る時 には 、 日本 語 の指 示 詞 の基 本

的 な用 法 を 当 て は め た り、 知 って い る 日本 語 の指 示 詞 の知 識 か ら推 測 す る傾 向が か な り強 い こ

とがわ か った 。 こ の こと に は、KLとCLと も に新 し く学 ん だ 目標 言 語(日 本語)を 積 極 的 に利

用 しよ う とす る意 識 が窺 え、 習 得 の過 程 にお いて 目標 言 語 の 規 則 を間 違 え た り、 学 習 者 特 有 の

不 完 全 な 知 識 が 形 成 され る と考 え られ る。

「目的3」 は 、KLとCLの 指 示 詞 コ ソ ア の 習 得 に母 語 の 規 則 と 日本 語 の 規 則 が ど の よ う に関

わ っ て い る のか を 明 らか にす る こ とで あ り、 「目的4」 は初 級 、 中級 、 上級 と レベ ル が 高 くな

る につ れ てK:LとCLの 習 得 状 況 が どの よ う に変 化 す る のか を明 らか にす る こ とで あ った 。K:Lに

関 して は 「調 査1」 の 結 果、 レベ ル に よ る変 化 が は っ き り現 れ た 。 しか し、CLに 関 して は 、 非

現 場 指 示 に お い て 学 習 が 進 む に つれ て コ系 の 誤 用 が 少 な く な る こ と以 外 は 、 レベ ル に よ る 目

立 っ た 変 化 は み られ な か っ た。KLは 、 学 習 が 進 む に つ れ て 、(非 現 場 指 示 の)韓 国 語 の益 系

(ソ 系)が 日本 語 で は ソ系 とア 系 に分 か れ る こ と に気 づ き 、 ル ール の組 み替 え を行 な って い る

と考 え られ る。 このKLの 使 用 ル ー ル の組 み 替 えか ら、 「韓 国語 の影 響 を 比較 的強 く受 け る 学 習

の 初 期 段 階 」 と 「学 習 が 進 み 日本 語 の 指 示 詞 の 新 しい用 法 を 学 習 し、 日本語 と韓 国 語 の 両 方 の

影 響 を 受 け 両 者 の 影 響 が 交 じ り合 っ て い る段 階」 が存 在 す る こ とが 示 唆 され る。

「目的5」 は、KLとCLの 指示 詞 コ ソ ア の 習 得 に 一定 の習 得 順 序 が み られ るか ど うか に つ いて

検 討 す る こ とで あ った 。 本研 究 の 結 果 か ら、KLとCLが 同様 の 習得 順 序 を み せ て い る部 分 とKL

とCLが 異 な る習 得 川頁序 をみ せ て い る部 分 が あ る ことが 明 らか にな っ た 。この結 果 は母 語 に お け

る 指 示 体 系 が 異 な るKLとCLが 同 様 の 習 得 順 序 をた ど る部 分 が 存 在 す る一 方 、KL/CL間 で 習
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得 順 序 に相 違 を み せ て い る部 分 も存 在 す る こ とが わ か っ た。

本研 究 の最 終 的 な 課 題 は、 「目的1」 ～ 「目的5」 を達 成 す る こ と を通 して 第 二 言 語 習 得 に

お け る 母 語 と 目標 言 語 の影 響 関係 を 明 らか に す る こ とで あ る。 そ のた め に は、KLとCLの 指 示

詞 コ ソ ア の習 得 に お け る相 違 点 や 類 似 点 を明 らか にす る 必 要 が あ る。

KLとCLの 類似 点 と して は、 「日本 語 の 規 則 を誤 る こ と によ る 誤 用」 や 「K:LとCLが 同様 の 習

得 順 序 を 示 して い る部 分 」 の 存 在 が 確 認 され た。 一 方 、KLとCLの 相 違 点 と して 以 下 の こ とが

挙 げ られ る。 現 場 指 示 のKLとCLの 相 違 点 と して 、(1)「 独 立 的 現 場 指 示 の ア 系 」 の使 用 にお い

て 、CLは 遠 近 の 捉 え 方 に関す る母 語 の影 響 に よ っ て習 得 が 極 めて 困難 な 場 合 が あ る こ と、(2)現

場 指 示 の 「答 指 」 に お い て、KLとCLは 母 語 の 違 い にか か わ らず ソ 系で 指 し示 す 傾 向 が あ る 一

方 で 、KLは コ系 を ソ系 とす る傾 向が 強 い の に対 して、CLは ア 系 を ソ 系 にす る傾 向が 強 い とい

う違 い も 同時 に存 在 す る こ と、3)現 場 指 示 全 体 を 習得 難 易度 別 に整 理 す る と、KLは 「コ 系 ≧ ア

系 〉 ソ系 」、CLは 「コ 系 〉 ソ 系 ≧ ア 系」 にな っ て い る こ とか ら、KLは ソ 系(相 対 的 現 場 指示)、

CLは ア 系(独 立 的 現 場 指 示)が 最 も習 得 困難 で あ る こ とが 挙 げ られ る。 ま た、 非 現 場 指 示 及 び

複 数 使用 可 能 な 指 示 詞 にお い て は、(1)KLは 学 習 の初 期 段 階で ソ 系(母 語 によ る ソ系)の 使 用 傾

向 が 強 い が、 学 習 が 進 む に つれ て 「ソ系 か らア系/ソ ア 系へ の組 み 替 え」 が 行 な わ れ て る の に

対 して、CLは レベ ル が 高 くな って も非 現 場 指 示 の使 用 傾 向 が あ ま り変 化 せず 、正 用 率 も高 くな

らな い こ と、(2)コ系 の誤 用 に関 して は、KL、CLと も に学 習 が 進 む に っれ て 次 第 に少 な くな るが 、

誤 用 の消 滅 の 早 さ(あ る いは 消 滅 の 時 期)に 関 して は総 じてKLの ほ うが 早 く、学 習 が進 んだ 中

級 、 上級(特 に上 級)に お いて は、KLよ りCLの ほ うが コ 系 の 誤 用 が 消 滅 しに く い こ と、 な ど

が 挙 げ られ る。 以 上、KLとCLを 比較 した場 合 、K;Lは レベ ル によ って 使 用 傾 向 に変 化 をみ せ て

い る の に対 して、CLは 初 級 か ら上 級 まで 使 用 傾 向 に変 化 が ほ とん どみ られ な い こ とが 最 も特 徴

的 な 点 で あ る。

特 に、 上 級 で の誤 用 の傾 向が 似 て い る こ とは 学 習 者 の 言 語体 系 を 判 断 す る 上 で 重 要 な鍵 とな

る。 先 行 研 究 の 申(1985)、 迫 田(1996b,1997b)、 上 垣(1997)、 安(1996a,1996b,1998)な

どで の、 学 習 が 進 ん だ段 階(特 に上 級)に お け る誤 用 の原 因 につ い て の 解 釈 の 違 い に関 わ る問

題 と も深 い 関 係 が あ る。 申(1985)、 安(1996a,1996b,1998)で は、KLの 非 現 場 指 示(文 脈

指 示)の ソ 系 とア 系 の使 い分 け に お い て は 韓 国語 の 干 渉 を受 け る と して い る の に対 し、 迫 田

(1996b,1997b)、 上垣(1997)で は、 文 脈 指 示 の ソ系 と ア系 の 使 い分 け にお け る誤 用 は、母 語

の 違 い に か か わ らず 同様 の 誤 用 が存 在 す る と して お り、 母 語 の転 移 に 関 して は 否 定 的 な見 解 を

示 して い る 。

しか し、 学 習 過 程 の 一 時点 に お け る誤 用 の傾 向が 似 て い る こと を も って 、 誤 用 を 生 み 出す 原

因 が 同 じで あ る と判 断 す る こ とに は疑 問が 残 る。 む しろ、 学 習 過 程 の一 時 点 にお け る誤 用 の傾

向 が 似 て い て も、 そ の前 後 の 過 程 が 異 な っ て い る な らば 、 そ の 時 点 に お け る 誤 用 の原 因 は 異

な っ て い る と考 え る べ き で あ ろ う。 な ぜ な らば 、 第 二 言 語 学 習 者 は、 目標 言 語 の新 しい規 則 を

習 得 す る とい う共 通 の 目標 を持 って いて も既 に 身 に つ けて い る母 語 が 異 な るた め、 そ れ ぞ れ 異

な る学 習 経 験 をす る と考 え られ るか らで あ る。 あ る一 時 点 で 母 語 の違 い にか か わ らず 同様 の誤

用 が 観 察 され た と して も、 そ れ は学 習 者 そ れ ぞ れ が 持 つ 互 い に異 な る学 習 経 験 の一 部 に過 ぎな

い ので あ り、 そ の誤 用 だ けで 、 学 習 者 の言 語 が 母 語 の違 い を超 え て 同 じで あ る と断 定 して は な

らな い。

本 研 究 の 調 査 にお いて も 中級 、 上級 く特 に 上級)レ ベ ル にお い て はKL/CL間 で 、誤 用 率 、 正
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用率(第7章)あ るいは 「使 可比」 「最 適比」(第8章)に 差が な くな るか、 差が縮 まる部分

が多 くみ られ た。 しか し、KLは レベル によって使用傾 向に変化 をみせて いるの に対 して、CL

は初 級か ら上級 まで使用傾向に変化 がほ とん どみ られなか った。 この ことは、学習が進 んだ段

階(特 に上級)でKLとCLが 生み 出す誤 用の傾向は似 て いて も、両者 の言語体 系はかな り異な

る可能性が高い ことを示 して いる。

以 上の結果は、 学習者の言語体 系は 「母語」 と 「目標言語」 の両方 の影響 を受 けて形成 され

るものであ り、第二言語学習者の言語は各母語話者特有の体系をな している ことを示 している。

6今 後 の課題

本 論文で は、KLとCLの 指 示詞 の習得 につ いて横 断的 に研究 を行 な う ことで、KLとCLの 指

示詞 の習得 における特徴や 問題点 について、(1)学習者の母語 の違 いにかかわ らず 同様 の使用上

の特徴 が存在す る こと、(2)KLは 学習段階 に極 めて規則 的に変化 す るのに対 し、CLは 学習が進

んで も使用上 の変化が あま り現れ ない こと、(3)KLとCLの 指示詞 コソアの習得 において一定 の

習得順序や規則性 が観察 された ことな ど、 い くつか の点が明 らか にな った。 しか し、本研究 の

結果 は 「学習者 の言語体 系」 の一側面 に過 ぎず、 「学習者言語 の全体 像 の解 明」 とは程遠 いも

ので ある。以下 に、今後 の課題 につ いて まとめる。

第一 に、CLの 学習段 階による変化 に関す る問題であ る。本研究 の結果、CLに 関 しては学習

が進む につれて非現場指示の コ系 の誤用が緩やか に減少す ること以外は、学習段階 による変化

を捉 える ことがで きなか った。今後、超 上級 のCLや 中国人 日本語 教師な どにつ いて も調査研究

を重ねて、 この問題 につ いてさ らに議論す る必要がある と思われる。

第二 に、学習環境及びカ リキ ュラム の問題である。本研究 では、被 調査者の選定 に当た って、

特定 のカ リキ ュラム の影響を受 けぬよ う、KLに ついては韓 国の8つ の 日本語教育機関、CLに つ

いては 中国 の6つ の 日本語教育機関の学習者 を対象・にした。 そのため、特定のカ リキ ュラムや

教授法が指示詞 コソアの習得 に どのよ うに影響 しているのかについては検 討 していな い。 日本

語 教育現場への貢献 を考えれ ば、学習者の指示詞の習得 がカ リキュラムのあ り方の影響 を受け

てい るか どうか につ いて検 討 し、 もし影 響 を受けている場合、 それ は どのよ うな形で習得 に影

響 するのか について検 討する必要があるだろ う。

第 三 に、習得 に関わ る要 因に関す る問題 である。本研 究で採用 した 「調査2」 は、研究者 が

あ らか じめ用意 した質問項 目に強制的に反応 させ る という質 問紙法 の形 式を とっているため、

質 問項 目以外 の習得に関わる要 因に関 しては検 討 していない。今後、今 回の研究 で扱っている

項 目以外 の要因 も探る とともに、それ らの要因について学習者 自身はどのよ うに捉 えているの

か について も検 討する必要が あるだろ う。

第 四に、指示 詞以外 の学習項 目について の検討 の問題で ある。本研究で は、指示詞 を学習者

の母語 と 日本語 との対応関係 に基 づ き、 「1対1の 対応 関係 にある もの」 と 「学 習者の母語 と

日本語 の間で 「ずれ」が あるもの」 に分 けて検討 した。 しか し、例えば、談話 レベル の学習 項

目にお いて は、学 習者 の母語 と 日本語 の対応 につ いて、指示詞 のような二分法だ けでは説 明が

で きな いものも多 い と予想 され る。 また、場合 によって は、学習者の母語 と 日本語 に対応がな

い(例 動詞や 形容 詞の活 用)、 つ ま り日本語 で しか み られない言語的特徴が学習 項 目とな るこ

ともある。 このよ うな母語 と目標言語 に対応がな い学習項 目を学習者が どのよ うに習得 して い

くのか につ いて も検討 してい く必要が あるだ ろう。

一155一



論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は、韓国語 ・中国語 を母語 とする 日本語学習者 を対象に、 日本語の指示詞 コソアが ど

のよ うに習得 され るか について、特 に母語 の影 響 を中心 に据えて解 明を試みた もので ある。全

部で9章 か ら成 る本論文は、第1部 「先行研 究および本研 究の方針」 に3章 、第2部 「韓国人

および 中国人学習者 の指示詞習得」 に4章 を充て、は じめ と終わ りに第1章 「序論」 と第9章

「総合的考察」 を配 している。

第1章 「序論」では、研究 の動機 ・目的 と論文 の構成 について記 している。論者の韓国人 日

本語学習者 として の経験 を交 えなが ら、 日本語の指示詞 コソアの習得 に迫る方針 として、母語

の影響、 日本語の規則の影響 、母語 と日本語 の影 響の相 互関係、学 習者の 日本語 レベル による

変化、 指示詞の習得順序や規則性 とい う5つ のポイ ン トが挙げ られて いる。

第1部 「先行研究および 本研究 の方針」では、まず、第2章 「第二言 語習得理論の概観」で、

対 照分析 、誤用 分析、 中間言語研究 の3つ の理論 を検討 する ことで第 二言語 習得研 究の流れを

示 す と同時 に、 日本語 についての習得研究 を分野別 にま とめ、対 照分 析、誤 用分析、 中間言語

研究 のそれぞれ の長所 を取 り入れ る本論文 の立場 を明 らかに して いる。

第3章 では、 特 に指示詞 に関す る先行研究 に絞 って検 討す る。 日本語学 における指示詞研究

を辿 った上で、 本論文 が採用す る宋晩翼 による分類 とそ の 日韓対照分析 について詳述 し、 さ ら

に宋の分類 に基 づいて 日中指示詞 の対応 関係 を検討 して いる。次 に、 これまでの 日本語指示詞

習得 の研究 につ いて批判 的に検討 し、母語 の影響 と母語以外 の影響 による誤用 の区別、学習者

の使用意識 の検 討な ど、4つ の課題 を設定す る。

第4章 「研究 方法」で は、 この課題 を遂行す るた めに、指示詞 コソアの習得 に関する質 問紙

調査(調 査1)と 指示詞使用時 の学習者 の意識や態度な どに関す る質 問紙調査(調 査2)を 行

うことを述べ、それぞれ の質 問紙の構成 と被調査者 に関す る情報、お よび結果 の分析方法 につ

いて記す。

第2部 「韓 国人および 中国 人学習者 の指示詞習得」で は、調査 の結果が示 され考察が行われ

る。

第5章 「指示詞使用時 にみ られる特徴」では、学習者 の指示詞使用時 に関す る行動や意識 に

つ いて 「調査2」 に基づ いて論 じてい る。そ の結果、韓国人学習者 につ いては、母語 を 日本語

に当てはめ る傾 向が強 いけれ ども、 日韓 に類似点が あるか ら指示詞習得は容易で あると考え る

者が比較的少な いこと、 日本語 レベルが上がる につれて 日韓両言語の相違点 が習得 の邪魔にな

る と感 じる者が増加す ることがわかった。 一方、 中国人学習者は、韓 国人の6～7割 が 自分な

りの使用基準 を持 っているの に対 して、 自分な りの使用基準を持 つ者が どの レベルで も半数以

下 しかな く、 日中の相違点が学習の難 しさ に繋がる と感 じている者 が比較的多い。双方の学習

者 とも、実 際の指示詞の運用 に際 しては、既有知 識か らの推測や先 に覚 えた基 本的な用法 を応

用す る傾 向が強 く、 自信のない部分 に関 しては、使用 を止めた り他 の表現 に変 えた りす る傾 向

も強 い ことがわか った。

指示詞 の使 用 に関 して、 以上のような意識 を持 ち行 動を取 る韓 ・中の学習者 が、 個々の用法

につ いて どのよ うな習得状況 を見せ ているか については、 「調 査1」 の結果 を記 し考 察 を行 う

第6章 か ら第8章 にかけて詳述 されて いる。第6章 は、指示対象が話 し手 と聞き手の 目に見え

る場 に存在す る 「現場指示」 に関す る用法 を、第7章 は 「非現場指示」 の用法 を、そ して第8
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章 は、使 用す る者の解釈 のあ り方 によ り複数 の指 示詞 の使 用が可能 な状況 につ いて扱 ってい

る。

この3つ の章 には、多 くの興 味深い指摘が見 られ る。 「相対的現場指示の対立型」の用 法で、

話 を切 り出す ときよ りも、承 ける場合 にお いて指示詞の正用率が有意 に低 くな る傾向がある こ

と等 もそ の一例で ある。 これは、現場指示 の場面であるのに、 相手が言及 した もの とい う意識

が働 いて ソに引かれ るた めではな いか と解釈 されているが、母 語の違いを超 えて見 られる誤用

として、第二言語学習者 に共通 の指示詞習得プ ロセス を示唆 して いる と考 え られる。

第9章 「総合 的考 察」 では、6、7、8章 で個 々の用法別 に細か く見 てきた結果 をま とめ、第

1章 「序論」 に示 した5つ の観点か ら、再度結果 を捉え直 してい る。そ して、全体 を見渡 した

場合、韓国 人 日本語学習者 と中国人 日本語学習者の間 には、 部分的 に共通性 も見 られるが、例

えば、現場指示で韓国人 はコ系 をソ系 とす る傾向が強いの に対 し、 中国人学 習者はア系をソ系

とす る傾向が強 い こと、非現場指示で、韓国人学習者の選 択傾向が上級 になる につれてソか ら

アへ と変化 して い くの に対 し、 中国人 の場合は レベル による使用傾 向 にあ ま り変化 がな い こ

と、 コ系 の誤用 につ いては、韓国人学習者 よ りも消滅 しにくい ことな ど、総 合的 にはかな り異

な って いることを明 らか にして いる。

本研究で採用 した宋晩翼 による指示詞分類が大変細かいため、大局的な傾 向が把握 しに くい

結果 にな った点 には、多少 の不 満 もな しとは しないが、合計700名 以上の学習者データ を着 実に

分析 し、統計的 に有意な点 に絞 って細か く考察 して いく手法にはけれん味がな く、横断的研 究

として充分評価 に価す る。本研 究は、縦断的研究 を含 む これまでの指示詞習 得研究 を補い、精

緻化す るものと して、 日本語の第二言語習得研究全体 に貢献す る ところが大 き い。

よって、本論文 の提出者は、博士(文 学)の 学位 を授与される に十分な資 格 を有する もの と

認め られ る。
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